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第１回 第２回 第１回 第２回
２,７８１ ２,３８５ １,０５６ ８５７
回答者の内訳（第２回調査）
国 性 年代
男 女 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代
日本 ９９％ １％ ０％ ５％ ３１％ ４５％ １８％ １％
ドイツ ９６％ ４％ ２％ ２０％ ２５％ ４１％ １２％ １％











日本 ３８％ ３７％ １５％ １０％ ７９％ ２１％

































































日本 ：日本の水準を 日本優位、 同等、 海外優位から一つ選択
ドイツ：次の国等から、世界の第１線にあると考えるところを選択（複数可）

























































































































課 題 重要度 重要度
日本 日本 ドイツ



























































































































課題番号 課 題 文化的阻害要因
14
日本 ドイツ 日本
２− ８１ 人間の意思決定機構が脳の化学的・物理的側面から解明
される。
７０ ３
１５−１０１ 病院あるいは家庭内での心身障害者の生活介護のうち重
労働に属する部分は主にロボットが行うようになる。
５５ ８
２− ８２ 人間の記憶、認識及び学習のメカニズムが解明され、計算
機科学に応用できる程度にモデル化される。
３３ １
３− ９２ 動物行動（接触、性行動、回遊等）の分子的基盤が解明さ
れる。
２６ １
７．その他
・技術予測の今後の計画
今後、ドイツとの共同による次のプロジェクトとして「日独技術予測調査（ミニ・デルファイ調査）」を実
施することとしている。
ミニ・デルファイ調査では、日独が課題作りの段階から協力して小規模の（調査対象：４分野、分野あ
たり２０〜２５課題程度）技術予測調査を国際的に実施することにより、
（１）科学技術と社会・文化の間の関係の分析
（２）新しいデルファイ調査技術の開発
（３）科学技術政策への提案
（４）国際共同開発の分析等
を行うものである。
具体的な分野としては、材料プロセス（「超電導材料の開発と応用」、「太陽電池技術」、「情報・エレク
トロニクス」（「人工知能」、「ナノテクノロジー」）、ライフサイエンス（「がん研究」、「脳機能研究」）、環
境（「ごみ処理技術」、「地球温暖化の研究と対策」）の４分野をとりあげ、各分野のうち、かっこ内のサ
ブエリアの技術領域に絞って調査を行うこととしている。
15
